
　　　磐田市英会話カリキュラム

学年

磐田市の特色あ
る英語教育
・授業改善充実
・英会話プロジェ
クト

Listening
聞くこと

Spoken
Interaction

（話すこと：やり取
り）

Spoken
Production

（話すこと：発表）

授業での活動例
（磐田市英会話
カリキュラム）

【コミュニケーションをスムーズにする】　相づちをうつ、相手の話をくりかえす、聞き直す、（別の言葉で）言い換える、話題をつなげる
【気持ちを伝える】　ほめる、あやまる、感謝する、おどろく

【情報を伝える】　説明する、理由を述べる
【考えや意図を伝える】　賛成する、反対する

・英語の歌やゲーム
・英語でじゃんけん
・英語の数、色、天気、果物、動物
・英語の挨拶

・３ hint quiz
・Show & Tell
・おはじきゲーム
・英語かるたゲーム
・キーワードゲーム
・リアクションスキル（相づち、くりかえ
し、聞き直し、あやまる、感謝する、おど
ろく）

・３ hint quiz
・Show & Tell
・Who Am I ?（説明スキル）
・リアクションスキル（相づち、くりかえし、
聞き直し、あやまる、感謝する、おどろく）
・e-S.P.E.A.K.

・リアクションスキル（相づち、くりかえし、
聞き直し、あやまる、感謝する、おどろく）
・Show & Tell（説明・理由スキル）
・Who Am I ?、reproduction（説明スキル）
・ストーリーメイキング(話題をつなげるスキ
ル)

・修学旅行英会話
・Show & Tell（説明・理由スキル）
・Who Am I ?、reproduction（説明スキル）
・ストーリーメイキング（話題をつなげるスキル）
・Guess What（説明スキル）
・My opinion（賛成・反対スキル）
・S.P.E.A.K

外国語学習を通して「たくましい磐田人」に！

１・２年（慣れ・親しみ） ３・４年（外国語活動） ５・６年（外国語） 中１・２年（コミュニケーション重視） 中３年（コミュニケーション重視）

英語を使った歌やゲーム等の活動を
通して、ALTや友達と楽しく関わり、進
んで聞いたり動作に表わそうとしたりし

て、英語に慣れ親しむことができる

日常の挨拶や基本的な表現を使って相
手に伝えたり、応答したりできる。（相手
の顔を見て聞いたり、反応したりしなが
らペアで１往復以上のやりとりができる）

自分や身の回りのことについて、簡単な表
現を用いて質疑応答できる。（その場で質
問したり、聞き返したり、相づちを打ったり
しながらペアで３往復以上のやりとりがで
きる）

身近な話題について、基本的な表現を用
いて質疑応答できる。（聞き返したり相づち
を打ったりしながら即興で３０秒以上のやり
とりができる）

日常的な話題に関して、即興で基本的な表現
を用いて質疑応答できる。（理由を含め、自分
の考えを伝えたり、相手と意見交換をしたりして
１分以上のやりとりができる）

日常生活に関する事柄について、人前
で実物などを見せながら、自分の考えや
気持ちなどを発表できる。（簡単な表現
を用いて、２文以上で発表できる）

自分や日常生活（ふるさと磐田等）に関す
る情報（年齢、好き嫌い、しっぺい紹介等）
を、簡単な表現を用いて発表できる（既習
表現を用いて、自分の考えを２０秒以上発
表できる）

身近な話題について、発表内容を整理し
た上で、接続詞等を適切に使い、複数の
文で自分の考えを発表できる。（既習表現
を用いて、自分の考えを３０秒以上発表で
きる）

Can-Do （英語でこんなことができるようになる）
～「外国語」における小中を通じた指標形式の目標（2001年に欧州評議会が発表したCEFR（シラバスやカリキュラムの手引き）をもとに文科省が作成したたたき台をベースに磐田市版にアレンジ～

日常的な話題に関して、即興で基本的な表現
を用いて、理由や考えをまとまりのある文で発
表できる。（既習表現を用いて、自分の考えを１
分以上発表できる）

①アルファベットの発音を聞いて、どの
文字であるかがわかる②ゆっくりはっき
りと話されれば、簡単な指示や挨拶、身
近で具体的な事柄に関する表現の意味
がわかる

ゆっくりはっきりと話されれば、①自分や日
常生活に関する具体的な情報を理解でき
る②短い話の概要をとらえることができる

はっきりと話されれば、身の回りの事柄
（自分、学校、地域など）に関する短い会
話や説明を理解できる

自然に近いスピードで話される身近な話題に
関する短い会話や、身近な事柄に関する説明
の概要や要点を理解できる

【中学卒業時にめざす姿】

中学校卒業時には、ゆっくりでよいので英語を使って相手に自分の考えを伝

えたり、相手の意向の大体を理解したりする力を身に付け、国際社会の中を

たくましく生き抜く力をもつ子ども

【新学習指導要領】
・外国語によるコミュニケーションによる見方・考え方を働かせた授業実践

・２技能３領域、４技能５領域の力を育成する。（「聞く」「読む」「話す（やり取り）・（発表）」「書く」）

・「英語で何ができるようになるか」の視点に立った授業改善

・小中高の学びの接続、強化

ALTとのTTを有効活用した指導体制の充実と、指導者の指導力向上⇒授業では、自分の考えや気持ちを伝え合う場を多く設定⇒「英語で授業」から「英語でコミュニケー

ション」へ!

S.P.E.A.K短時間学習（モジュール）に

よる英語への慣れ親しみ

こんな場面で対応でき

るような英会話の力を

身に付ける！（リアク

ションの定着）

e-S.P.E.A.K 一人一人が目標をもって日々の授業に取り組む


